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総合評価 Ａ・Ｂ・Ｃ
　本研究により、北海道遺産である「モール泉」に含まれる腐植質を構成する有機物の特
性を明らかにした。更に、地域毎に個性的な腐食質を含むことを解明できたことから、今
後の温泉利用者への泉質等のPR活動が可能となり、一定の研究成果が得られている。

自己評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

外部評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

　本研究によって、道内に多く湧出するモール系温泉について、これまで不明であった腐
植質を構成する有機物の特性を明らかにし、地域毎に個性的な腐植質を含むことを明らか
にすることができた。

同 上

評価結果 説　　　明

○ 研究の成果

年 次 等 主 な 目 標 （項 目） 達 成 状 況

　・　観光客等に人気のあるモール系温泉について利用者の理解を高め、モール系温泉の利活用・普及・振興を
　　図るために、そのもとになっている腐植質について基礎的・科学的データを収集することが必要である。

○ 道が取り組む必要性

研究期間 平成２６～２７年度

○ 成果の活用策（活用の可能性）

　研究成果は、論文2報（陸水学会誌、衛研所報）と、学会発表3演題（日本陸水学会）を発表済み。
　さらに、投稿準備中の論文1報、平成28年11月に学会発表1演題を予定している。

関係施策
行政検査

○ 研究ニーズ（背景、必要性、緊急性）

　腐植質（フミン酸及びフルボ酸）の定量。腐植
質構成成分比の算定。

　腐植質の分子量分布を特定。

　非イオン性樹脂によりフミン酸及びフ
ルボ酸を分離して定量した。その中の炭
素、窒素及びリン含量を測定した。

　限外ろ過により腐植質を分画し、その
炭素量を測定し分子量分布を特定した。

平成２６年度

平成２７年度

　・　道内モール系温泉の腐植質を構成する主要元素組成は地域毎に異なっており、それぞれ個性的な腐植質を
　　含有することが明らかになった。このことは特色ある温泉として保護、適正利用の意識高揚に役立つ。
　・　モール系温泉の定義がない現状において、本研究結果は温泉の基礎的情報として利用できるものである。
　・　本研究で採用した分析法によって、モール系温泉とされていない温泉についても、腐植質の確認・評価を
　　行うことが可能である。

平成２８年度　一般試験研究　事後評価調書

事後１
課題
番号

２５０１　北海道における腐植質に富む温泉の腐植質構成有機物に関する研究

　北海道保健医療福祉計画「安心して生活できる環境づくりのために」（温泉の保護・適正利用）

　・　道内には腐植質に富む褐色の温泉が多数湧出しており、観光客等に人気が高い。北海道では、これらの温
　　泉を「モール泉」として北海道遺産に選定し保全と活用を図っている。しかしながら、温泉法にモール系温
　　泉の定義はなく、確固とした基準がないのが現状である。
　・　一般に「モール」は植物性有機質を意味することから、モール系温泉は生物由来の有機物で構成される腐
　　植質を含有し褐色に着色していることが条件と考えられる。
　・　腐植質の分析法は温泉分析の公定法である鉱泉分析法指針に記載されているが、必須分析項目ではない
　　ため、道内のモール系温泉でも腐植質の含有量は明らかでない場合が多い。また、同指針の腐植質分析法
　　は、フミン酸を簡易に測定する方法であって、腐植質の一種であるフルボ酸は測定できない欠点がある。
　・　腐植質は、美容効果など温泉の価値を高めると期待されているが、その科学的特性は不明な点が多い。
　　これらのことから、道内のモール系温泉について腐植質を構成する有機物の特性を解明する必要がある。

　道内の腐植質に富む温泉（モール系温泉）について、腐植質の科学的特性を明らかにし、温泉利用者
に提供する情報として活用し、温泉振興につなげることを目的とする。

 ・　道内温泉の温泉水に含まれる腐植質について、その濃度、構成成分の他、有機物を分子量別
　に分画し、温泉毎の腐植質の特徴を明らかにする。
 　　このデータは温泉水中の腐植質がヒトに与える影響を調べる上での基礎資料となる。

課　題
担当者

研究目的

研究内容


